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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 足立　亮一

福岡県バスケットボール協会

全九州大会２回戦、熊本県１位九州学院対福岡県２位福大大濠との対戦、チームAのスターティングメンバ―は、＃４、
＃５、＃８、＃１２、＃１４、チームBのスターティングメンバ―は、＃４、＃６、＃７、＃８、＃１４で試合開始。第1Q九州学
院は２－１－２ゾーンディフェンス、福大大濠はハーフコートマンツーマンでスタート。立ち上がり九州学院は積極的なド
ライブとカッティングでペイントアタックを成功させリードを奪う。福大大濠は九州学院のチェンジングディフェンスに対し
てしっかりペイント内を攻めファウルを獲得し反撃開始したが追いつくまでには至らず、２０対１５の九州学院５点リード
で第１Q終了。第2Q福大大濠は＃４のアシストから＃８、＃６のゴール下で連続得点で逆転に成功する。九州学院は＃
５の個人技で対抗するが決めきれず１０点のリードを奪われる。九州学院はセットオフェンスから積極的に＃４、＃５、
＃１４が攻めるがチームファウルが増える。福大大濠は＃９の３Pが効果的に決まり、残り４分から速攻やペイントアタッ
クで得点し２９対５０の福大大濠リードで前半終了。序盤は九州学院のペースであったが第２Qから一気に福大大濠が
突き放しにかかる展開となった。第3Q立ち上がりから福大大濠はペイント内での得点が増し九州学院はセットオフェン
スで対抗するが苦しい展開となる。ディフェンスから速攻を主体に福大大濠が更に点差を広げ４４対８１の福大大濠が
リードで終了。第4Q九州学院はナンバープレーで＃４、＃５のシュートを増やそうと試みるが、早い展開で福大大濠が
圧倒し６３対１０７で試合終了。序盤九州学院はタフな攻防を見せたが、福大大濠の強さが光った試合となった。
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九州学院 63
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107 福大大濠
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第2副審 佐久間 飛人

主審 原田　拓朗

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 樋口 俊司

(土) 16:30

コート Bコート 第6試合

カテゴリー 男子 2回戦
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